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	応用
	抗原情報
	背景
	BBSome複合体は、特定の膜タンパク質を一次繊毛へ選別するために必要なコート複合体として機能すると考えられています。BBSome複合体は繊毛形成に必須ですが、中心小体サテライト機能には不要です。この繊毛形成機能は、基底小体に局在しBBSomeと接触するRab8 GDP/GTP交換因子によって部分的に媒介されます。Rab8(GTP)は一次繊毛に入り、繊毛膜の伸展を促進します。まず、BBSomeは繊毛膜と会合し、Rab8のグアノシル交換因子（GEF）であるRAB3IP/Rabin8に結合します。次に、Rab8-GTPが繊毛に局在し、繊毛膜基部へのキャリア小胞のドッキングと融合を促進します。 BBSome複合体はLTZL1と共にSMO繊毛輸送を制御し、ソニックヘッジホッグ（SHH）経路の調節に寄与する。BBSome複合体の適切な組み立てと繊毛への局在に必要である。中心体への微小管の固定には必要であるが、微小管の核形成には必要ではない。ダイニンを介した中心体周囲タンパク質の中心体への輸送に必要である可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	Hela細胞、U251細胞株、マウス心臓および腎臓、ラット心臓および腎臓組織（左から右へ）のライセートをBBS4抗体を用いてウェスタンブロット解析した。BBS4マウスモノクローナル抗体は各レーンで1:1000に希釈した。二次抗体として、ヤギ抗マウスIgG H&L(HRP)抗体を1:3000に希釈したものを使用した。ライセートは1レーンあたり35μg。
	

	BBS4（カタログ番号am2250b）を用いたパラフィン包埋ヒト腎臓切片の免疫組織化学染色。am2250bは1:250に希釈した。二次抗体として、希釈していないビオチン化ヤギ多価抗体を使用し、DAB染色を行った。

